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 Valenceについて 

• IBMi対応モダナイゼーションツール 

• IBMiの運用管理ユーティリティとWebアプリケーション開発ツール 
を搭載したオールインワン・パッケージ 

 

 

 

• Nitroユーティリティ 

• 各種機能をPC、スマートフォンで使用する為のポータル機能を搭載 

• スマートフォン/タブレットを使用したIBMi 運用管理を実現 

• Query/400同等スキルでグラフや地図表示も可能なビジュアルな 
クエリーを作成 
 

• WindowsServerやWASは不要。IBMi だけで運用環境を構築 

 

斬新なユーザー体験を実現する 

Valence開発ライセンス 
直ぐに使えるIBMi運用管理機能 

Nitroユーティリティ 
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【アジェンダ】 

1. Nitro ユーティリティの概要 

 

2. Nitro Queryの基本 

 

3. Nitro Queryの機能活用 

 

4. Delphi/400との連携テクニック 

 

5. さいごに 
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１．Nitro ユーティリティの概要 
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 Nitro ユーティリティ 

• Nitroユーティリティの主な機能 

• Valence Portal 

• Valence全体のポータル機能 
 
 

• Nitro iAdmin 

• IBM i 運用管理機能 
 
 

• Nitro Query  

• ビジュアルクエリー作成機能 

 

 

他にも、スプールファイルの閲覧機能や、データメンテナンス機能も搭載 
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 Valence Portal 

• 各種ユーティリティや作成クエリーにアクセスする為に 
用意されたValenceのポータル機能 

 

Valence Portal （ブラウザ） 

Valence Portal （iOS） 
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• 使用しやすいメニュー機能 
分かりやすいタイル形式で操作しやすいメニュー機能を提供。 
運用機能に必要な機能が容易に呼び出せる為、直感的な操作が可能。 

 

• マルチデバイス対応 
デスクトップ向けに最適化された 
ブラウザ用ポータルだけでなく、 
iOS/Android用のポータルアプリも提供。 

 

 

• Valenceユーザーアクセスに関するすべてを管理 
IBM i へのログイン、セッション管理、ユーザー/グループ権限の管理等 
全てのユーザー制御を一元管理。 
 

 

 

 Valence Portal 

iOS用ポータルアプリ 
（App Store） 
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 Nitro iAdmin 

• ブラウザやモバイルでIBM i の運用管理を実現 

 CPU負荷状況 

スプール一覧 
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 Nitro iAdmin 

• ブラウザやスマートデバイス上で運用管理 
IBM i のジョブやサブシステムの状況確認や操作を実現。 
ジョブログの確認やユーザーのパスワード変更等が可能 

 

• モバイル端末からいつでも応答 
エラーが発生したジョブやQSYSOPR 
のメッセージに対して、スマート 
デバイスからいつでも応答 

 

• MSGW時にメール通知が可能 
エラーが発生した場合に、予め 
登録したメールアドレスに対し、 
エラー通知メールの自動配信が可能。 
出先でもトラブル発生が把握可能 

メッセージ応答 メッセージ一覧 
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 Nitro Query 

• IBM i アプリケーションをノンコーティングで作成 

 
Nitro Query 実行例 
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 Nitro Query 

• ノンコーディングでアプリ作成 
IBM i のQuery作成スキルと同等知識で 
照会アプリを作成。 
Query作成ウィザードを使用することで、 
容易に作成できる為、プログラム 
コーディングは、一切不要 

 

 

• 多彩なQuery作成方法 
Nitro Queryによる新規クエリーの作成はもちろん、IBM i で作成された 
既存のQuery定義を取り込むこともできる為、既存資産の有効活用が可能。 
さらに複雑な検索条件を指定できるよう、SQL文を使用したクエリー作成 
にも対応 

 

Nitro Query ウィザード 
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 Nitro Query 

• 表現力豊かなクエリー結果表示 
抽出結果の一覧表示だけでなく、グラフや地図などの連携や、Excelへのデータ 
出力も実現。 
さらにデータ分析に便利なクロス集計機能も搭載。 

 

 

住所と地図を連携したクエリー 

クロス集計クエリー 

クエリーによるグラフ化 

Excelへのダウンロード 
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 Nitro ユーティリティのメリット 

• Delphi/400ユーザーがNitroユーティリティを使用するメリット 

• Valence Portal 

• 個別メニューを作成しなくても、Delphi/400アプリを含め 
ポータルとして一元化できる 

• 権限グループが設定できる為、メニュー管理が容易に行える 

 

• Nitro iAdmin 

• Delphi/400アプリで発生したMSGWに対しても、iAdmin から 
一括で確認・応答が可能な為、運用管理の利便性が向上 

 

• Nitro Query 

• 照会系画面などを全てDelphi/400で作りこまなくても、 
ノンコーディングで容易にアプリ作成できる 

本セッションでは、Nitro Queryについて詳細をご紹介！ 
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２．Nitro Queryの基本 
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 Nitro Query の特長 

• Nitro Queryの特長 
• IBM i Query/400同等スキルで、ビジュアルなクエリーが作成可能 

 

• 作成したクエリーは、Valence Portalからアプリとして実行可能 

 

• 一覧表示だけでなく、グラフ・地図連携や、クロス集計等多彩な 
出力を実現 

 

• 登録/更新/削除を含むクエリーも作成できる 

 

• IBM i だけでなく、オープン系DBのクエリーも作成可能 
（MySQL、SQL Serverに対応） 
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 Nitro Query 作成方法 

• Nitro Queryは、3つの要素を使って作成 

• データソース 

• IBM i からデータを取得する条件を定義 

• ウィジェット 

• 取得したデータソースを出力する為の部品（一覧やグラフ）等を定義 

• クエリー 

• 作成したウィジェットを画面上に配置してアプリを定義 



第22回 Delphi/400 テクニカルセミナー 4- 

 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• Nitro Queryでクエリーを作成する 

• 今回使用するデータ 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• データソースの定義 

• Nitro Queryの起動と、新規データソースの作成 

Valence Portalから、 
[Nitro Query]を実行 

新規データソースを作成 
する場合[+]をクリック 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• データソースの定義 

• ファイルの選択と、ファイルの結合条件指定 

【①ファイル】 
抽出するファイルを選択し追加 
 
VFORDP （受注ファイル） 
VMCSTP （顧客マスター） 

【②ファイル結合】 
複数ファイルを選択した場合、 
各ファイルの結合条件を指定 
 
顧客マスターのCSCSCD（顧客コード） 
＝受注ファイルのORCSCD（顧客コード） 

ウィザードに従って順に設定 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• データソースの定義 

• フィールドの選択と、フィルタ（絞込み条件）の指定 

【③カラム】 
抽出するフィールドを選択 
 
顧客マスターの顧客コード、顧客名 
受注ファイルの各項目 

【④フィルタ】 
絞込み条件を指定 
 
（使用例） 
受注ファイルの出荷日＝0（未出荷） 
のみ抽出等 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• データソースの定義 

• 集計グループの指定と、データのソート順指定 

【⑤グループ分け基準】 
集計するフィールドを指定 
 
（使用例） 
[３．カラム]で金額のSUM（集計）を 
登録し、顧客コード毎に集計する 

【⑥順序付け基準】 
抽出したデータの並び順を指定 
 
受注ファイルの顧客コード順＞受注番号順 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• データソースの定義 

• プレビュー（データソースの完成） 

【⑦プレビュー】 
登録した条件で抽出されるデータが 
プレビュー表示される 

内容がよければ、名前を付けて 
データソースを保存する 

データソースが登録される 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• ウィジェットの定義 

• データソースにウィジェットを追加 

データソースを選択し、 
左側ボタンクリックより、 
「ウィジェットの作成」を選択 

ウィジェットの種類を選択 
 
一覧形式（Grid）を選択 
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• ウィジェットの定義 
• ウィジェットの設定 

 Nitro Query クエリーアプリの作成 

一覧に表示するフィールド、列タイトル 
幅や、書式などを指定 

[カラム]タブを選択 

[プロパティ]タブを選択 

オプション機能の設定 

設定できれば、 
[保存]をクリックし、 
名前をつけてウィジェットを登録 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• クエリーの定義 

• ウィジェットの完成とクエリーの新規追加 

データソースの下にウィジェットが 
登録される 

新規クエリーを作成 
する場合[+]をクリック 

クエリータブに切替 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• クエリーの定義 

• ウィジェットの追加 

ワークスペースが画面にあたり、 
ワークスペース内に、ウィジェットを 
配置する 

[ウィジェットの追加]を 
クリック 

ウィジェットの種類を選択 

追加したいウィジェットを 
選択し、クリック 



第22回 Delphi/400 テクニカルセミナー 4- 

 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• クエリーの定義 

• ウィジェットの設定と保存 

アプリのタイトルを指定 

ウィジェットが 
ワークスペース上に表示 

[保存]をクリック 

Valence Portalの 
カテゴリー ブラウザとモバイル 

のどちらで使用するか？ 

どの権限グループが 
利用できるか？ 
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 Nitro Query クエリーアプリの作成 
• クエリーの実行 

• Valence Portal よりアプリを実行 

メニューアイコンをクリック 

Excelダウンロード 

ページ切り替え 

列クリックで、指定列での並べ替え 

実行時に、条件を指定して 
データの絞込みが可能 

Nitro Queryにて 
Valence アプリが完成！ 
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３．Nitro Queryの機能活用 



第22回 Delphi/400 テクニカルセミナー 4- 

 Nitro Query の機能活用 

• Nitro Queryの多彩な機能 
 

• 既存のQUERY定義の取り込み 

 

• 多彩なウィジェットによる効果的なビジュアル化 

 

• クエリーの定義によるアプリケーション機能の向上 

 

• リモートDBを使用したクエリーの作成 
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 既存のQUERY定義の取り込み 
• QUERY/400の定義と実行 

QUERY定義 報告書の実行 

• Nitro Queryでの 
QUERY定義インポート 

データソース 
ウィザード 

（ファイルの選択 画面） 

[自由形式のSQLステートメント 
を入力]を選択 
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 既存のQUERY定義の取り込み 

既存QUERY定義の使用で、クエリー資産の有効活用が可能！ 

[IBM i QUERYインポート]を選択 

QUERY定義を選択 

取り込んだ内容が、SQLとして表示 結果が表示。データソースを保存。 
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 多彩なウィジェット 

• Valence V5.1では、12種類のウィジェットを搭載 

• チャート 

• Pie Chart / Bar Chart / Column Chart / Line Chart / Area Chart 

• ダッシュボード 

• Gauge Chart / Single KPI 

• データ出力 

• Grid / Display Form 
/ Pivot Grid 

• 地図 

• Map 

• データ編集 

• Edit Grid 
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 多彩なウィジェット（チャート） 

• IBMiのデータを使用したグラフ作成が可能 

• 円グラフ（Pie Chart）  ・折れ線グラフ（Line Chart） 

• 棒グラフ（Bar Chart）  ・面グラフ（Area Chart） 

• 縦棒グラフ（Column Chart） 

円グラフ 
折れ線グラフ 

棒グラフ 
面グラフ 

クエリーの中にグラフを含める事で、直感的で分かり易いビジュアル分析が可能 
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 多彩なウィジェット（チャート） 
• チャート ウィジェットの主な設定 

グラフに表示される定量値（数値）を指定 
するデータソースフィールド （面グラフ等は複数指定可能） 

対応する値のラベルを指定する 
データソースフィールド 

出力するデータ要素数の制限 
（トップ10だけ表示するなど） 

ラベルテキスト（下部）の 
文字向きを角度で指定 

凡例の表示位置を指定 



第22回 Delphi/400 テクニカルセミナー 4- 

 多彩なウィジェット（ダッシュボード） 

• ダッシュボード作成に有用なウィジェット 

• Gauge Chart 

• Single KPI Gauge Chart 
 進捗状況などを 
 メーター形式で表示 

Single KPI 
 金額や割合を数字で 
 表示 

リアルタイムなデータ更新で、いつでも状況把握が可能 
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 多彩なウィジェット（ダッシュボード） 

• ダッシュボードウィジェットの主な設定 

出力するデータフィールドを指定 

最新のデータに自動更新する 
タイミング（秒）を指定 
 
→ リアルタイムに状況の変化がわかる 
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 多彩なウィジェット（データ出力） 

• Pivot Grid 
クロス集計を行うウィジェット 

横軸 
 年度 
 月単位 

縦軸 
 担当 
 商品単位 

複数の項目を掛け合わせて集計することにより、収集したデータを様々な角度 
から分析でき、項目相互の関係を明らかにできる 
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 多彩なウィジェット（データ出力） 

• Pivot Grid ウィジェットの主な設定 

集計フィールドを指定 

「行」方向の集計単位を指定 

「列」方向の集計単位を指定 
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 多彩なウィジェット（地図） 

• MAP 
• 地図を表示するウィジェット 

住所情報と紐づけすることで、 
Google Mapを表示 

住所だけはわかりづらい、位置関係が明確にできる 
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 多彩なウィジェット（地図） 

• Map ウィジェットの主な設定 

住所にあたるフィールドを指定 
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 多彩なウィジェット（データ編集） 

• Edit Grid  編集可能なグリッド表示 
行追加ボタン 

行編集 
行削除 

行編集ウィンドウ 

クエリーの定義で、登録/編集/削除を含むアプリが作成可能 
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• Edit Grid ウィジェットの主な設定 

 多彩なウィジェット（データ編集） 

必須項目の場合 
チェック 

レコード追加時に 
値を入力する項目 

レコード編集時に 
値を入力する項目 

レコード編集時に 
編集不可とする項目 

マスターデータソースと 
関連付けし、プルダウン 
選択を可能にする 

削除を許可するかどうか 
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 クエリーの定義 
• クエリーの定義 

• アプリケーションセクション 

 

一つのクエリーアプリの中に 
複数のワークスペースが定義でき、 
画面切り替えが行える。 

ワークスペース上にボタンを 
配置したり、行をクリック 
した際の動作（イベント）を 
定義する 

ワークスペース内に複数の 
ウィジェットを配置 
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 クエリーの定義 
• クエリーの定義 

• 動作内容（イベント）定義 

 

第一画面の定義 

ボタンクリック時の定義 

行クリックの定義 

行メニュークリック時の定義 

ウィジェットの配置や、イベントを定義してアプリを完成させる 
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 クエリーの定義 
• クエリーの定義 

• クエリーアプリの実行 

行を選択してクリック 

顧客詳細と地図のウィジェットを 
表示 

行メニューをクリック 

ボタンをクリック 

ポップアップ形式で 
ウィジェットを表示 サブワークスペース 

のウィジェットを表示 
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 リモートDBの活用 
• Valence V5.1より、リモートデータベースへアクセスする機能が追加 

• 現時点では、Microsoft SQL Server 及び MySQLに対応 

• JDBCを使用して IBM i からリモートデータベースに接続 

JDBCドライバーと 
接続情報（IP/User/Pass）を登録 
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 リモートDBの活用 

• Nitro QueryにおけるリモートDBの指定 

SQL Server上のデータ 
 
D400LB/dbo.TORDER 

データソースのファイル選択にて 
Remote Databaseを指定 

SQL Serverのデータを使って 
クエリーアプリが作成できる 

SQL Server Management Studio（管理ツール） 

IBM i 以外のDBがあっても、同じインターフェースが提供できる 
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４．Delphi/400との連携テクニック 
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1. Delphi/400アプリから、NitroQueryを呼び出す 
• （例）Delphi/400の入力画面から、グラフを使用した参照画面を呼び出す。 

 

 

 

 
 

2. Valence PortalからDelphi/400アプリを呼び出す 
• （例）営業担当者権限のポータルメニューから、Delphi/400の入力画面を呼び出す。 

 

 

 

 

 

 

 Delphi/400とNitroユーティリティとの連携 

Delphi/400の画面からボタンを 
クリックすることで、Nitro Query 
を呼び出す。 

Delphi/400 アプリ Nitro Query 

Delphi/400 アプリ Valence Portal 
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 1.Delphi/400アプリからの呼び出し方法 

• クエリーを含むValenceアプリは、Valence Portalを使用せず直接URL 
を指定して呼び出すことが可能 

【URL】 

http://[IPAddress]:[Port]?user=[user]&password=[pass]& 
environment=[envid]&app=[appid]&portal=false 

 種別 内容 

[IPAddress] Valenceが稼働しているIBM iのIPアドレス 

[Port] Valenceが使用するポート番号 

[user] Valenceにサインオンするユーザー 

[pass] Valenceにサインオンするパスワード 

[envid] Valenceの環境を示すID 

[appid] 実行するアプリケーションを示すID 

Delphi/400のアプリから、Nitro Queryで作成したアプリが起動できる 
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 1.Delphi/400アプリからの呼び出し方法 

• 環境IDとアプリケーションID 

Valenceを実行する為の 
ライブラリ環境を設定する。 

環境ID 

Valenceに登録されたアプリ 
を管理する。 

アプリケーションID 
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• Delphi/400ソースと実行例 

 1.Delphi/400アプリからの呼び出し方法 

ボタンをクリック 

Nitro Query がブラウザで 
立ち上がる 

URL内にユーザー、パスワード 
情報が含まれる 

Delphi/400アプリ 

Nitro Queryアプリ 

パスワード情報をURLに含めずに連携できないか？ 

●●● 
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• Valence51ライブラリにある VVLOGINプログラムをCALLすると、 
セッションIDが取得可能 

 

 

 

 

 

• ユーザーIDは、VVUSERSファイル（ユーザーマスター）を参照 
すると取得できる 

 

 1.Delphi/400アプリからの呼び出し方法 

一度だけ使用できるユニークな 
IDをセットして呼び出すことができる 

種別 属性 内容 

Session ID 64.A [IN]：”*CUSTOM”をセット 
[OUT]：セッションID 

User ID 15.P.5 ValenceのユーザーID 

環境ID 15.P.5 Valenceの環境ID 

言語 
（オプション） 

10.A Valenceの使用言語 

呼出パラメータ 

• 実行する為のセッションIDを指定した呼び出し方もある 

【URL】 

http://[IPAddress]:[Port]?customSid=[sid]&app=[appid] 
&portal=false 

 



第22回 Delphi/400 テクニカルセミナー 4- 

 1.Delphi/400アプリからの呼び出し方法 

セッションIDの取得 

ユーザーIDの取得 

• Delphi/400ソース(1/2) 
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 1.Delphi/400アプリからの呼び出し方法 

• Delphi/400ソース(2/2) 

VVUSERSファイルより、ユーザーIDを取得 

Delphi/400アプリ 

Nitro Query がブラウザで 
立ち上がる 

セッションIDにて起動。 
（同じURLは2回目以降使用不可） 

Nitro Queryアプリ 

• 実行例 

ボタンをクリック 
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 2.Valence Portalからの呼び出し方法 
• Valence PortalからDelphi/400アプリを実行する方法 

• URLスキームの登録 
• レジストリにURLスキームとして、スキーム名とDelphi/400アプリパスを登録 

• HKEY_CLASSES_ROOTの配下に下記のようにセット 

任意のスキーム名をキーのルートとする 
下記体系のレジストリキーを登録する 

ルートキーには、URLスキーマ情報を登録 

“プログラムのフルパス, 1”と登録 

“プログラムのフルパス” “%1”と登録 
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 2.Valence Portalからの呼び出し方法 
• Valence PortalからDelphi/400アプリを実行する方法 

• Valence Portalのメニュー登録 
• WebアドレスのURL欄に、登録したURLスキームを指定 

アプリの名称と説明を登録 

「Webアドレスを起動する」を指定 

レジストリ登録したURLスキームを指定 
（今回の場合、”delphiapp:”） 
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 2.Valence Portalからの呼び出し方法 
• Valence PortalからDelphi/400アプリを実行する方法 

• 実行例 

メニュータイルをクリック 

登録したDelphi/400アプリが起動 
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５．さいごに 
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 Delphi/400ユーザーに役立つNitroQuery 

• Delphi/400とNitro Queryとの併用メリット 
• 目的や用途にあわせて、Delphi/400とNitro Queryを組み合わせる 

Delphi/400 Nitro Query 

・在庫引当や月次更新等 業務ロジックを伴う処理 
・クラウドサービス等との連携を伴う処理 
・請求書等の定型レイアウトを使用した印刷処理 

・売上実績のグラフ化による分析処理 
・クロス集計を使用したデータ分析処理 
・マスターデータ保守等シンプルな更新処理 

ノンコーディングによるクエリーアプリ作成と、Delphi/400による高機能な 
アプリ開発を併用することで、ユーザーのニーズに効率的かつ迅速に対応可能 
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ご清聴ありがとうございました。 


